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令和 7年度 第 70回岐阜県 PTA研究大会 by西濃 実践発表 

題名  ：中川小フェスティバル 

PTA名：大垣市立中川小学校 PTA 

【事業概要】 

中川小学校では、毎年 1月に｢中川小フェスティバル｣を実施。 

これは平成 23年に始まった PTAと学校の共済事業で、現在まで続く伝統行事となっている

(コロナ禍は中止)。 

内容は高学年を対象に行なうキャリア教育(1～4 年生は国際交流や音楽鑑賞等)で、子どもた

ちが希望するブースを選び、職業講話や体験をする。 

 

【事業詳細】 

講師は主に保護者(外部講師の場合もある)から募集、あるいは依頼する。年度によって異な

るが、毎回 12～16くらいの様々な種類の職業ブースが用意される。 

子どもたちは、それぞれのブースで｢どうしてその職業についたのか、仕事のやりがいや大変

さ｣など、働くことについて直接話を聞いたり体験をする。事業実施後は、講師に対してお礼の

手紙を書くことで保護者等とのコミュニケーションを図るとともに、講話や体験等を振り返る

中で自分の将来について考える機会としている。 

 

【事業のねらい】 

○保護者等という地域の身近な大人から、仕事についての話や体験を通じて、子どもたちが 

将来の夢について考える機会を創り出す。 

○自分が暮らす地域の仕事を知り、関心を持つことで、将来の地域人材の育成に繋がる。 

○社会人としての生きがいを持つことの素晴らしさを感じてもらう。 

 

【事業効果】 

子どもたちからのお礼の手紙からは、感謝の言葉はもちろん、働くことの意味や意義あるいは

自分の将来についての記述も多く見られることから、職業観や勤労観の醸成に繋がっている

と感じている。 

また、家族のために働く親への感謝や家族のコミュニケーションの一助にもなっている。 

 

以下は、令和 6年度に実施した中川小フェスティバルの様子。 

実施日時  2024年 1月 19日(土) 

設置ブース 16ブース(①ハンドメイド②栄養士③銀行員④警察⑤作業療法士⑥自動車関連 

                部品製造⑦水道設備⑧柔道整復師⑨僧侶⑩裁判所⑪郵便局⑫林業 

⑬臨床工学技士⑭保育士⑮社会保険労務士⑯小売業 

講師     保護者 13名、外部講師 3名 
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参考資料(PTAの広報の一部を抜粋) 
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